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母のもとに生まれる。寛永 19 年（1642）には、わずか 8 歳にして、江戸の霊巌寺珂山和尚の





































する。そして元禄 12 年（1699）には、彼らの悲願であった九品仏堂 3 棟・釈迦堂が落成する。




















元禄 5 年 9 月 6 日、珂憶より寄進された宝物は、石鳥居より天王寺楽所の楽人の奏楽とともに
四天王寺に迎えられる。2 列に並んだ楽人に続いて、宝物を納めた唐櫃 10 棹と寺僧が列をなし、
西門から金堂前、仁王門を経て聖霊院に入り、同北之門を出て宝蔵へ安置したとある。その間、
終始奏楽は絶えることはなかった。そして 22 日には、新納の宝物 10 櫃を宝蔵より出し、楽人








入覚帳』10）によってその全容を知ることができる。同書に年紀はないが、当初 10 棹の唐櫃が 9
箱に整理されたことを考えれば、寄進からやや時間を経て記されたものと推測される。後述の




を修正している箇所があり、これは 9 棹に分納されていた宝物を、ある時期にさらに 6 棹に整
理して収納しなおしたものとみられる。〔別表〕では「整理後」として示している。現存の唐櫃
は 6 棹であることからも、これが裏付けられよう。また、幾度か見分が行われたとみられ、〈25〉
「土佐記」・〈131〉「太子尊影」には明和 6 年 8 月 8 日付の附箋が貼られている 11）。
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係者の参列のもと、毎年 11 月 22 日に曲尺太子奉賛法要が厳修されており、現代に連なる太子
信仰の一端を担っている。





















































　元禄 7 年 9 月 23 日、病臥していた珂碩は、見舞いに駆け付けた珂憶に対し「九品仏像本誓已
就、堂㝢荘厳有志不遂、老朽体疲今将易簀、汝宜修立矣、身後之事皆付嘱汝」15）と告げ、九品






























　ところで、珂憶は四天王寺以外にも、元禄 5 年（1692）6 月 10 日に大阪・勝尾寺へ宝物 9
品 20）、また元禄 6 年（1693）2 月 21 日には京都・大善寺に阿弥陀尊像一対を寄進しているこ
とが確認される 21）。四天王寺に比べれば、その他の寺院への寄進の規模はさほど大きくはない






























5） 珂碩の事蹟については、池上博之「珂碩上人と浄真寺の創建」（註 1 前掲書所収）に詳しい。
6） 「奥沢九品仏記」、註 1 前掲書所収。
7） 『珂碩上人行業記』（『浄土宗全書』17）、註 1 前掲書所収。
8） 南谷美保編『四天王寺舞楽之記（上巻）』清文堂出版、1993 年。
9） 南谷美保「解題」、註 8 前掲書所収。
10） 「四天王寺所蔵文書」十一－12。
11） 「明和六丑年八月八日改／不見」とあり、存在が確認できなかったことを記す。
12） 『皇太子千二百回御忌御開帳記録 参』（文政 2 年）2 月 10 日条、『四天王寺古文書 第 2 巻』所収








16） 「浄真寺文書」（珂憶上人書簡 9）、註 1 前掲書所収。
17） 「浄真寺文書」（珂憶上人書簡 9）、註 1 前掲書所収。
18） 「浄真寺文書」（珂憶上人書簡 11）、註 1 前掲書所収。
19） 池上博之氏註 2 前掲論文。







































































































3 72 釈迦尊像 曇鸞大師
2 73 三幅対 宝誌和尚











3 80 琵琶絵賛 王照君 「張延子添状」
4 81 語 楊子雲






2 87 語 尹彦明
3 88 語 程明道

















































131 太子尊影 恵心僧都 「明和六丑年八月八日改／不見」
132 異国伝 追記
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6 137 仏具名号 上宮皇 「六番箱入置／寸尺番匠名号ニ同」







9 144 秘密箱 「此中大事相伝書物多有之」
已上添状九枚
　　　　　　　　　：現存が確認されるもの
